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は じ め に

Amoxycillin (BRL 2333)は 英 国Beecham社 研 究

所 で 開発 され た 経 口用penicillinで あ る。 本 剤 は,Am-

picillinの ベ ン ゼ ン核 のpara位 に 水 酸 基 を導 入 した も

の で,下 記 の構 造 を有 す る。

本 剤 はAmpicillinと 同 じく,広 範 囲 の抗 菌 ス ペ ク ト

ル を有 し,抗 菌 力 も ほぼ 同 等 で あ るが吸 収 性 にす ぐれ,

同量内服によりAmpicillinの 約2倍 の血中 ・尿中濃度

が得られ,し かも活性型のまま排泄されるといわれてい

る。

著者らは今回Amoxycillinを 産婦人科領域の感染症

に使用 しうる機会を得たので,以 下成績を報告する。

1. 対象および用法.用 量

対象はTable 1に 示 した15例 で,産 婦人科感染症7

例,尿 路感染症7例,骨 盤腹膜炎1例 である。

本剤を250mgず つ1日4回 経口投与 し,こ の治療中

は,本 剤にて無効と判定 されるまでは他の抗生物質の併

用は行なわないこととした。

2. 分離菌および感受性検査成績

Table 2に 分離菌の種類を感染症の種別に まとめて

示した。産科感染症から7株,尿 路感染症から7株 の計

14株 を 分 離 した が,両 感 染 症 と もE.coliに よる もの が

最 も多 く7株 と 半 数 を し め,Klebsiella,Staph.epi-

dermidis,Staph.aureus,Strept.faecalisな ど,

そ れ ぞ れ1～2株 で あ つ た。 な お,骨 盤 腹 膜 炎 の1例 か

らは菌 を分 離 で きな か つ た 。

感受 性 検 査 は,1濃 度Disc (昭 和)に よ り測 定 し,そ

の 分離 菌 別 のAmpicillinに 対 す る検 査 成 績 は,Table

3に 示 した とお りで あ る。E.coliに よる産 褥 膀 胱 炎 の

1例 を の ぞ い ては,13株 と も感 性 で あ り,半 数 の7株 で

は,+++と 特 に 感受 性 が 強 か つ た 。

Ampicillin以 外 の抗 生 剤 に 対 す る分 離 菌 の 感受 性 は,

Table 1

Table 2 Organisms
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Table 4に 症例番号順に示したとおりである。PCGに

対 しては大部分の株が耐性を示 し感性を示したのは2株

だけであつた。その他SM,KM,TC,CP,EM,MCI-

PC,MDIPCに 対 しては半数以上の株が感性を示したも

のの,い ずれも2～6株 は耐性を示 した。

3. 臨床成績

(1) 効果判定基準

効果判定基準については,産 婦人科領域における感

染症が多種にわたるため,必 ずしも一様にはできない

が,内 服抗生剤に適応の感染症 とし,い ちおう下記の

ものを基準とした0

著効:起 因菌,自 ・他覚症状の消失が共に投与開始

5日 以内に得られた症例。産婦人科 感染症

で,菌 不明の場合には,自 ・他覚症状だけで

判定 した。

有効:起 因菌消失 しても,自 ・他覚症状が遷延 し,

治癒までは5日 以上を要した症例。

無効:起 因菌の消失が認められない症例,菌 不明の

場合は,自 ・他覚症状の消失,軽 減が認めら

れない症例。

(2) 成績

Amoxycillin治 験例15例 の成績は一覧表 として,

Table 5に 示 したとおりである。

臨床成績を疾患別にまとめるとTable 6の とお り

であるが,産 婦人科感染症7例 中著効6例,有 効1例 で

無効例はなく,副 作用もまつたく認められなかつた。

尿路感染症7例 では著効5例,有 効2例 で無効例はな

かつたが副作用として軽度の下痢が2例 に認 められ

た。流産後骨盤腹膜炎の1例 においては,発熱および下

腹痛に変化認められず無効と判定し,Cephalosporin

系抗生剤の併用にて軽快した。

(3) 副作用

副作用については,検 査 ・観察項目およびその結果

をTable 7に 示 した。軽度ながら下痢を認めた2例

については,と もに本剤の効果を発現し,投 薬終了間

近の6～7日 目にはじめて下痢を認めたもので,投 薬

中止とともに翌日からすみやかに消失 した。その他諸

検査には投与中および投与後ともに異常値を示 した症

例は認められなかつた。

4. 総括 ・考案

Pellicillin系 抗生物質のなかでもAmpicillinは と く

に広 く臨床的に使用され,そ のす ぐれた治療成績が認め

られているが,今 回新誘導体,Amoxycillinに つ いて

Table 3 Sensitivity of clinical isolates to 

ampicillin

Disc (Showa)

*  Puerperal cystitis

Table 4 Sensitivity of clinical isolates to main antibiotics

Disc (Showa)



VOL. 21 NO. 8 CHEMOT HERAPY 1749



1750 CHEMOT HERAPY NOV. 1973

産婦人科領域において臨床的検討を行なつた。

Amoxycillinが 吸収性において,よ り良好である と

の特徴を考慮 して,1日 量1gの 投与量を試みたが,と

くに産婦人科感染症においてはAlnpicillinの1日2g

投与に匹敵する成績を得た。また,本 剤投与に際 し2例

に軽度の下痢が認められたものの,ア レルギーなどの重

篤な副作用は認められず,安 全性の高い薬剤であると考

えられた。

5. 結 語

1) 本 剤を産婦人科感染症7例,尿 路感染症7例 およ

び骨盤腹膜炎1例 の計婚例に使用し,著 効11例,有 効3

例,無 効1例,有 効率93.3%の 成績を得た。

2) 2例 に軽度の下痢を認めたが,投 与終了後すみや

かに軽快した。他に副作用は何ら認めなかつた。

Table 7
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Abstract 

Amoxycillin, a new semi-synthetic penicillin, has an antibacterial activity similar to that of 

ampicillin, and its absorption is nearly two times higher than that of the latter. The present authors 
have applied amoxycillin clincally, and the results were obtained as follows : 

1. Antibacterial activity 
The sensitivity of amoxycillin was measured by means of ampicillin disc on 14 strains in all including 

7 strains of E. coil, 2 strains of Staph. aureus, 2 strains of Staph. epidermidis, and each 1 strain of 
Klebsiella, Strept. faecalis and Streptococcus. All the strains were sensitive to the antibiotic, except only 

1 strain of E. coli exhibited resistance. 

2. Clinical result 

Out of 7 cases of the infection in the obstetrics, the results obtained were effective in 6 cases and 
slightly effective in 1 case, and out of 7 cases of the infection of urinary tract, they were effective in 

5 cases and slightly effective in 2 cases, but the result remained ineffective in 1 case of pelvic 

peritonitis after abortion. 
As to the side effects of amoxycillin, there observed no adverse ones such as allergy and abnormal 

fluctuation of clinical test values, except a slight diarrhea was noticed in 2 cases of urinary tract 

infection.


